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相馬市民憲章 

美しい相馬の海と山とを、うたいつぐふるさ 

とのうたと共に、あすのくらしにのこそう。 
報徳の訓えに心をはげまし、うまずたゆまず 

豊かな相馬をきずこう。 
ふるきをたずね、新しい相馬のまちづくリに 

人一人の力をかたむけよう。 

相 
馬 
市 
民 
の 
内 
部 
被 
は 
< 
健 
康 
調 
査 
の 
実 
施 
結 
果 

玉
野
地
区
居
住
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
％
名
に
対
し
、
南
相
馬
市
立 

総
合
病
院
で
ホ—

ル
ボ
デ
イ
カ
ウ
ン
タ—

検
査
に
よ
る
内
部
被
ば
く
調
査 

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

内
部
被
ば
く
に
よ
る
健
康
不
安 

に
つ
い
て
、
市
民
の
関
心
が
高 

ま
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
卻 

名
に
対
し
ホ
^~

ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ 

ン
タ
丨
検
査
に
よ
る
内
部
被
ば
く 

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

•
対
象
者 

•
市
内
で
放
射
線
量
が
高
い
玉
野 

地
区
居
住
者
の
中
か
ら
、
区
長
会 

長
推
薦
の
成
人
5
名 

•
玉
野
小
と
八
幡
小
の
校
長
推
薦 

の
児
童
各
5
名 

•
相
馬
市
建
設
業
組
合
推
薦
の
、 

瓦
礫
撤
去
な
ど
の
作
業
従
事
者 

5
名 

合
計
况
名 

•
調
査
日
8
月
M
日
か
ら
リ
日 

ま
で
の
4
曰
間 

書
調
査
場
所
南
相
馬
市
立
総
合 

病
院(

ホ
丨
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン 

タ
丨
検
査)

 

•
調
査
結
果 

全
員
が「

放
射
性
物
質
は
検
出 

さ
れ
な
か
っ
た」

と
の
報
告
が
あ 

り
ま
し
た
。 

•
今
後
の
市
の
対
応 

検
査
結
果
か
ら
、
市
と
し
ま
し 

て
は
、
市
民
を
対
象
と
し
た
ホ
丨 

ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
丨
で
の
内
部 

被
ば
く
検
査
を
早
急
に
実
施
す
る 

必
要
性
は
低
い
も
の
と
考
え
て
い 

ま
す
。 

今
後
、
健
康
診
断
の
結
果
な
ど 

か
ら
必
要
性
が
出
て
く
れ
ば
、
実 

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り 

ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ—
 
(

a
如
4
4
7
7)

 

県
内
の
民
間
賃
貸
住
宅 

家
賃
等
返
還(

遡
及
捲
置) 

平
成
2
3
年
3
月
1
1
日
以
降
、
避 

難
の
た
め
に
被
災
者
自
ら
が
民
間 

賃
貸
住
宅
に
入
居
し
、
負
担
し
て 

い
た
家
賃
な
ど
の
返
還
に
つ
い
て
、 

福
島
県
内
で
の
取
扱
い
は
次
の
と 

お
り
で
す
。 

•
対
象
世
帯
住
家
全
壊
等
世
帯
、 

ま
た
は
、
原
発
避
難
指
示
等
世
帯 

で
、
県
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入 

居
し
た
後
、
県
の
応
急
仮
設
住
宅 

等
に
入
居
し
た
世
帯 

參
対
象
期
間
3
月
1
1
曰
以
降
、 

県
内
の
応
急
仮
設
住
宅
等
に
入
居 

す
る
ま
で
の
間
で
、
県
内
の
民
間 

賃
貸
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
期
間 

•
受
付
期
限
1
0
月
M
日(

月)
 

ま
で 

•
そ
の
他
申
請
書
な
ど
に
つ
い 

て
は
、
福
島
県
ホ
I
-r

へ
丨
ジ
に 

掲
載
し
て
い
ま
す
。 
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.
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な
お
、
市
役
所
2
階
建
築
課
で 

も
申
請
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

•
郵
送
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先 

〒
9
6
〇
！ 

8
6 
7
〇
福
島
市 

杉
妻
町
2
番
1
6
号(

福
島
県
災 

害
対
策
本
部
遡
及
指
置
担
当 

S
0
2 
4 
1
5 
2 
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6 
5 
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_ 

6
5
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•

平
曰
9
時
か
ら 

P
時
ま
で)

 

災
害
救
助
法
に
基
づ
く 

応
急
修
理
制
度 

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
応
急
修 

理
制
度
0
^)

の
申
込
は
、
1
0
月 

M
日
を
も
っ
て
受
付
終
了
予
定
で 

す
。 申

込
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、 

期
日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し 

ま
す
。 詳

細
に
つ
い
て
は
、
建
築
課
ま 

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
応
急
修 

理
制
度
と
は 

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
全
壊
、 

大
規
模
半
壊
ま
た
は
半
壊
し
た
住 

宅
を
、
市
が
業
者
に
依
頼
し
て
一 

定
の
範
囲
内
で
応
急
修
理
す
る
も 

の
で
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課(

S 

3
7
2
1
7
8)

 



被災自動車を保管しています 

市では、被災自動車を保管しています。 

次の自動車登録番号の所有者で、被災自動車を引き 

取られる方は、平成2 3年10月31日までにご連絡 

ください。手続き方法と引き渡し日時（毎週金曜日） 

などをご案内します。 

なお、平成2 3年10月31•までに連絡がない自 

動車については、相馬市で永久抹消手続きおよびリサ 

イクル処理手続きを行Vヽます。 

※番号のないものは、被災自動車に登録番号がないた 

め、所有者の特定ができないものです。 

番号 登録番号 メーカー 車種 色 番号 笛“
1

5" 登録番号 メーカー 車種 色 

1 岩 手 5 0 ぬ 5 3 6 1 スズキ 122 福 島 5 0 1 ふ 7 3 1 3 ホンダ ストリーム 黒 

2 福 島 4 1 い 5 9 2 3 ホンダ 軽トラ 白 127 福島 5 8 0 ち 4 7 2 8 黒 

3 岩手 3 0 0 ぬ 2 2 0 7 卜3タ ハイエ一ス ベージュ 130 福 島 5 0 ら 9 6 7 ニッサン モコ 緑 

6 福 島 5 0 つ 5 8 7 7 スズキ ワゴンR ベージュ 134 福島 4 8 0 え 2 0 1 5 ホンダ 軽トラ 白 

10 福島 2 0 0 さ 1 3 6 0 ニッサン マイクロバス 135 福島 5 0 0 み 7 5 3 0 卜3タ ィス卜 ゴールド 

11 福 島 5 8 3 も 3 ホンダ セ、スト 136 福島 4 8 0 か 3 3 3 8 ホンダ 白 

12 福島 480 く 374 ホンダ 軽卜ラ 白 139 福 島 5 0 る 3 1 5 ダイハツ ミフ シルバ一 

13 福島 4 0 0 ち 7 2 4 0 ニッサン アトラス 白 140 福 島 5 2 ま 7 1 2 8 卜3タ スプリンター 紺 

18 福 島 5 3 0 と 2 3 5 ニッサン マ一チ シル/、一 141 福 島 4 0 0 た 1 3 8 6 ニッサン 白 

20 福 島 5 8 0 あ 5 8 7 6 ホンダ ライフ 142 福 島 4 1 そ 5 2 8 2 マツダ 軽卜ラ 白 

21 福 島 5 3 0 ろ 2 7 |ニッサン ウイングロードシルバー 143 福 島 5 0 の 7 0 8 5 ダイハツ ミフ 白 

22 福島480 く 5377ホンダ 軽卜ラ 主 
月 151 福島 4 0 0 さ 3 8 3 5 ニッサン マイクロバス 白•青 

24 福島 5 8 3 あ 8 1 2 7 スズキ ワゴンR 152 福島 5 8 0 さ 1 5 0 5 ホンダ ライフ シルノ く一 

25 福島 4 8 0 き 1 6 7 2 スバル 軽トラ 白 153 福 島 5 0 1 に 8 4 7 シルバー 

26 福島 4 8 0 え 2 6 5 1 白 154 福 島 5 0 0 て 9 3 6 6 

30 福 島 4 0 0 ち 4 1 9 9 いすゾ エルフ 白 155 福 島 5 8 0 け 7 9 7 9 ホンダ ライフ 白 

31 福島 4 0 0 ち 5 3 1 2 マツダ ボンゴ 白 156 福 島 4 8 0 え 5 4 3 8 軽卜ラ 白 

40 福島 4 8 0 か 7 7 4 4 スバル 軽トラ 白 158 福 島 4 1 ち 7 7 5 3 軽卜ラ 白 

41 福島 3 0 0 も 2 8 7 5 トヨタノア 159 福 島 5 3 0 ゆ 9 軽ワゴン 白 

51 福島 5 0 1 て 6 0 8 7 トヨタウィッシュ 白 160 福島 4 8 0 か 9 1 5 8 ホンダ 軽ワゴン シルバー 

52 福 島 5 0 ね 3 0 8 2 ホ ン ダ 軽ワゴン シルバー 161 福島 5 0 1 つ 8 7 3 8 ホンダ フィットアリア 白 

53 福島 3 0 0み 4 9 4 6ミツビシ ギヤラン シルバー 164 福 島 5 0 0 ほ 2 6 卜3タ カローラスパシオ シルバー 

54 福 島 4 0 ゆ 7 0 4 3 ミ ツ ビ シ 軽卜ラ 白 166 福 島 5 8 0 え 2 6 2 9 ホンダ 卜ウディ 白 

56 福島 4 8 0き 4 8 2 0ミツビシ ミニ力 白 167 福 島 3 3 0 む 8 7 3 9 卜3タ エスティマ ゴールド 

71 福 島 5 0 や 3 1 9 2 |ダイハツ シルバー 170 福 島 4 8 0 い 5 0 0 7 ホンダ 軽トラ 白 

72 福 島 5 8 0 す 7 1 7 9 ミツビシ e kワゴン シルバー 172 福 島 4 0 ゆ 8 2 1 6 ホンダ 軽卜ラ 白 

75 福 島 4 1 そ 2 3 4 5 白 173 福 島 5 0 も 7 9 0 4 軽ワゴン シルバ一 

79 福 島 5 3 と 2 2 6 2 ホンダ S - M X 白 174 福島 5 8 0 す 4 1 7 0 スバル ステラ シルノ 《一 

80 福 島 5 8 0 う 1 4 4 6 ミツビシ ミニ力 紺 175 福 島 5 8 0 た 5 7 6 スズキ ワゴンR 白 

85 宮城 5 0 0 は 3 0 9 9 卜日タ スプリンター 白 176 障 島 5 8 0 と 2 2 3 8 ホンダ ライフ シルバー 

87 福 島 4 5 や 1 3 9 卜3タ スプリンター白 180 福島 5 0 0 ひ 9 7 1 5 卜aタ スターレツ卜 M 

92 福 島 3 0 0 ほ 4 4 5 4 ホンダ ア コ ー ド エ ン ジ 181 福島 5 8 0 と 8 6 1 0 エンジ 

94 福島 4 8 0 き 2 7 1 1 ミツビシ ミニ力 白 183 宮城 5 8 0 け 4 4 7 9 ダイハツ ムーブ 黒 

95 福 島 5 0 1 ち 2 3 3 卜3タ b b 白 187 福島 3 0 0 た 6 4 3 0 トヨタ クラウン 白 

97 福島 3 0 0 は 4 4 9 7 ホンダ 才デッセイ 黒 188 福島 5 0 0 ひ 9 9 7 0 卜3タ カローラスパシ才 シルバー 

98 仙 台 5 8 0 か 8 6 9 2 ホンダ ライフ 白 189 福 島 5 0 つ 5 7 1 3 白 

99 福島 5 8 0 な 3 6 3 1 ミツビシ ミニ力 白 191 福 島 4 5 き 9 3 2 6 ニッサン A Dバン 

101 石川 5 0 0 む 6 7 4 0 濃い緑 193 福 島 5 3 0 す 1 6 5 7 

102 福島 5 0 0 て 4 7 3 3 ニッサン ブルーバード シルバ- 194 福島 5 8 0 た 5 3 5 8 

103 福島 3 0 0 そ 3 1 9 0 ニッサン！セドリツク 白 195 福 島 2 2 さ 9 3 0 2 ニッサン シビリアン 

104 福 島 5 0 み 4 7 4 5 ダイハツ M A X 白 197 福 島 4 8 0 か 7 2 8 6 

107 福島 5 8 0 つ 2 6 3 6 青 198 福島 8 0 0 す 1 5 2 8 

108 福島 5 0 1 ぬ 7 0 6 9 シルバー 200 福 島 4 1 こ 3 4 6 7 白 

109 福島 580 そ 5931 スバル R 2 白 201 福島 4 8 0 う 9 8 6 5 

114 福島 480 か 3108 ホンダ 軽トラ 白 202 福島 480 く 5559 

117 福島 480 え 8714 軽トラ 白 •問い合わせ先生活環境課（ S 37-2143) 
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着支給金額（月額*1人あたり） 

区 分 
平成23年10月から 
平成24年3月まで 

【参考】 
平成23年9月まで 

3歳未満 15,000 円 

3歳から小学校修了前 
第 1子 •第 2子 10,000 円 

13,000 円 3歳から小学校修了前 
第3子以降 15,000 円 

13,000 円 

中学生（一律） 10,000 円 

仕事中•通勤途中で地震•津波に遭遇した方は 
労災からの給付を受けることができます 

社員•パートなどの従業員の方が仕事中または通勤途 

中で地震•津波に遭遇し、ケガまたは亡くなられた場合、 

ケガされた方またはご遺族は、労災保険からの給付を受 

けることができます。 

詳しくは、お近くの労働基準 

監督署または福島労働局にご相 

談ください。 

©問い合わせ先 

• 相 馬 労 働 基 準 監 督 署 労 災 課 （ S 36-4175) 

• 福 島 労 働 局 労 災 補 償 課 ( S 024-536-4605) 
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平
成
M
年
川
月
か
ら
子
ど
も
手 

当
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。 

現
在
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て 

い
る
人
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
対
象
世
帯
に
は
1
0
月
中
旬
に
申 

請
書
類
を
発
送
し
ま
す
の
で
、 

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
第
3
子
の
数
え
方
は
、
1
8
歳
に 

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3
月 

3
1
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も 

の
中
で
数
え
ま
す
。 

(

例)
 

•
第
ー
子(

"
歳)

=

支
給
対
象 

外 •
第
2
子(

中
2)

=

支
給
対
象 

(

月
額
l
o
、
o
o
o
円)
 

•
第
3
子(

小
6)

=

支
給
対
象 

(

月
額
1
5
、
o
o
o
円)
 

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

•
支
給
要
件
の
主
な
変
更
点 

平
成
2
3
年
2
月
以
降
、
こ
れ
ま 

で
の
支
給
要
件
か
ら
次
の
事
項
が 

変
更
に
な
り
ま
す
。 

1
.
子
ど
も
に
対
し
て
国
内
居
住 

要
件
が
設
け
ら
れ
ま
す
。(

留
学 

中
の
場
合
な
ど
は
除
き
ま
す) 

2
.
父
母
が
離
婚
協
議
中
な
ど
で 

別
居
し
て
い
る
場
合
は
、
子
ど
も 

と
同
居
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
に 

手
当
を
支
給
し
ま
す
。 

※
別
居
し
て
い
る
こ
と
が
住
民
基 

本
台
帳
な
ど
で
確
認
で
き
、
離 

婚
協
議
中
で
あ
る
こ
と
を
証
明 

す
る
書
類
が
必
要
で
す
。 

3
.
児
童
養
護
施
設
に
入
所
し
て 

い
る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
施
設 

の
設
置
者
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。 

※
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も 

10 
月 
か 
ら 
子 
ど 
ち 

了 

当 
制 
度 
が 
変 
わ 

ま 
す 

1
0
月
は『

土
地
月
間』

 

土
地
は
、
限
ら
れ
た
貴
重
な
資 

源
で
す
。
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の 

た
め
、
明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の 

た
め
に
も
土
地
の
有
効
利
用
が
大 

切
で
す
。 

土
地
の
有
効
利
用
を
実
現
す
る 

に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
で 

き
る
限
り
の
取
り
組
み
を
行
ぅ
こ 

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り 

も
不
可
欠
な
の
は
土
地
政
策
に
対 

す
る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で 

す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
一
度
土 

地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
て 

み
ま
せ
ん
か
。 

【

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は 

届
出
が
必
要
で
す】

 

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を 

行
っ
た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法 

に
定
め
ら
れ
た
届
出
が
必
要
で
す
。 

•
届
出
が
必
要
な
取
引
面
積 

®
都
市
計
画
区
域 

5
、
o
o
o
r
f
以
上 

®

都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域 

l
o
、
o
o
o
z
m
以
上 

•
届
出
者
土
地
の
権
利
取
得
者 

(

売
買
で
あ
れ
ば
買
主)

 

•
届
出
期
限
契
約
締
結
日
を
含 

め
て
2
週
間
以
内 

•
届
出•

問
い
合
わ
せ
先
企
画 

政
策
課(

R
m
2
1
3
2)

 

の
父
ま
た
は
母
へ
の
手
当
の
支 

給
は
な
く
な
り
ま
す
。 

4
.
未
成
年
後
見
人
や
父
母
の
指 

定
す
る
者(

父
母
が
国
外
に
居
住 

す
る
場
合
に
限
る)

に
対
し
て
も 

父
母
と
同
様
の
資
格(

監
護•

生 

計
同
一)

で
手
当
を
支
給
し
ま
す
。 

•
必
要
な
手
続
き 

平
成
2
3
年
1
0
月
以
降
の
子
ど
も 

手
当
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、 

新
た
に
申
請
書
の
提
出
が
必
要
に 

な
り
ま
す
。 

【

9
月
末
時
点
で
子
ど
も
手
当
を 

受
給
し
て
い
る
方】

 

1
0
月
中
旬
に
申
請
書
類
を
発
送 

し
ま
す
。
同
封
の
案
内
に
基
づ
き
、 

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【

支
給
要
件
が
変
更(

上
記
2)

 

に
な
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に 

受
給
者
と
な
る
方】

 
お
早
め
に
、
社
会
福
祉
課
へ
お 

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【

川
月
1
日
以
降
に
子
が
生
ま
れ 

た
方
や
転
入
し
た
方】

 

出
生
日
ま
た
は
転
出
予
定
日
の 

翌
日
か
ら
起
算
し
て
1
5
日
以
内
に 

社
会
福
祉
課
で
手
続
き
を
お
願
い 

し
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
社
会
福
祉
課 

泥
童
家
庭
係(

3
3
7
2
2
0
4)

 



•総繊維の繊維数濃度（単位：本/リットル） 

測定地点 測定値 

1.光陽地内 
(災害廃棄物集積場） 

3.50 

2.尾浜地内（賀都屋交差点） 2.50 

3.岩子地内（消防屯所） 1.40 

4.新田地内 
(結城農機店前交差点） 

2.70 

5.磯部地内（堰場橋丁字路） 6.00 

6.光陽地内 
(ソフトボ一ル場） 1.70 

測定地点 測定値 

7.細田地内 
(松ヶ江地下道交差点） 

1.60 

8.北飯渕地内（角田公園） 0.49 

9.中村地内 
(市役所分庁舎前） 

1.90 

10.曰下石地内 
(国道6号ロ一ソン前） 0.98 

H23.10.15広報そうま© 

仮設住宅名称 1 D K 2 D K 3 K 

北飯渕応急仮設住宅（東グラウンド） 1 2 0 

大野台第2応急仮設住宅 2 1 1 

大野台第4応急仮設住宅（ペット可） 0 2 0 

大野台第5応急仮設住宅（ペット可） 0 0 1 

柚木応急仮設住宅 0 2 1 

大野台第7、9応急仮設住宅 
(南相馬市エリア、ペット可有） 

3 21 4 

•
調
査
場
所 

被
災
地
区
や
住
宅
地
な
ど
、
市 

内
の
1
0
箇
所
で
測
定
。 

•
測
定
方
法 

環
境
省
作
成
の「

ア
ス
ベ
ス
ト 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル(

第 

4
.
0
版)」

に
準
拠
。 

•
調
査
項
目 

環
境
大
気
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
繊 

維
数
の
濃
度
。(

総
繊
維
数
を
計 

測
し
、
電
子
顕
微
鏡
に
よ
り
ア
ス 

ベ
ス
ト
を
同
定)

 

•
測
定
結
果 

全
て
の
測
定
箇
所
で
、
総
繊
維 

濃
度
が
、
敷
地
境
界
基
準
で
あ
る 

1
0
本\

リ
ッ
ト
ル(

大
気
汚
染
防 

止
法
施
行
規
則
第
1
6
条
の
2)

を 

下
回
つ
て
い
ま
す
" 

※
総
繊
維
に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
以 

外(

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
}
な 

ど)

も
含
む
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環
境
課 

(

S
3
7
2
1
4
2)

 

市
内
の
大
気
中
ア
ス
べ
ス
ト
濃
度
測
定
結
果 

9
月
1
3
曰
に
市
が
実
施
し
た
市
内
の
大
気
中
ア
ス
べ
ス
ト
濃
度
の
測
定 

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

応
急
仮
設
住
宅
の 

空
き
戸
数 

10 1
0
月
分
の
応
急
仮
設
住
宅
の
募 

集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

1
0
月
1
日
現
在
の
仮
設
住
宅
の 

空
き
戸
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
9
月 

巧
日
号
の
広
報
そ
ぅ
ま
を
ご
参
照 

く
だ
さ
い
。 

※
北
飯
渕
、
刈
敷
田
応
急
仮
設
住 

宅
は
優
先
者(

妊
婦
、
4
歳
以 

下(

当
月
末
日
現
在)

の
子
ど 

も
が
い
る
方
、
身
体
障
が
い
者
、 

7
5
歳
以
上(

当
月
末
日
現
在))

 

の
み
の
募
集
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て 

は
、
建
築
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
建
築
課(

S 

m
2
1
7
9)

 

自
動
車
税
の
蚋
期
限
は 

初月；
；
；

日
で
す 

自
動
車
税
の
衲
期
限
は
1
0
月
3
1 

曰
と
な
つ
て
い
ま
す
。
期
限
ま
で 

に
忘
れ
ず
に
衲
め
ま
し
よ
ぅ
。 

自
動
車
税
の
衲
付
は
金
融
機
関 

の
ほ
か
、
訥
期
限
内
で
あ
れ
ば
コ 

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
衲
め 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

な
お
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り 

滅
失•

損
壊
し
た
自
動
車
の
自
動 

車
税
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ 

く
だ
さ
い
。 

春
問
い
合
わ
せ
先
相
双
地
方
振 

興
局
県
税
部(

3
^
1
1
2
7)

 

モ
丨
タ
丨
サ
イ
レ
ン
を 

設
置
し
ま
す 

市
は
今
回
の
震
災
を
受
け
、
市 

民
の
安
心
安
全
な
生
活
を
確
保
し 

各
種
災
害
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
、 

市
内
5
筒
所
に
モ
^—

タ
-—

サ
イ
レ 

ン
を
設
置
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お 

願
い
し
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
再
度
お
知 

ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

•
設
置
箇
所 

©
株
式
会
社
相
馬
市
振
興
公
社 

(

駅
ビ
ル) 

©
東
部
公
民
館 

(
3
)
岩
子
字
小
迫
地
内 

©
柏
崎
字
西
台
地
内 

®

磯
部
中
学
校 

•
問
い
合
わ
せ
先
地
域
防
災
対 

策
室(

S
3
7
2
1
2
1)

 

利
用
を
再
開
し
ま
す 

松
川
浦
ス
ポ
丨
ツ
セ
ン
タ
丨 

松
川
浦
ス
ポ
丨
ツ
セ
ン
タ—

の 

利
用
を
次
の
と
お
り
再
開
し
ま
す
。 

•
利
用
開
始
曰 

•
体
育
館
川
月g
日(

木)
 

•
パ
丨
ク
ゴ
ル
フ
場(

さ
く
ら
コ
丨 

ス
を
除
く)

 S

月
M
日(

月)
 

※
野
球
場
は
、
当
分
の
間
使
用
で 

き
ま
せ
ん
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬 

市
振
興
公
社(

0
3
5
5 
5 
4 
4)

 



相馬市からのお知らせを 

_ ラ ジ オ で 放 送 し て い ま す _ 

芒ラまさUがUエフエム 

周波数：76.6 メガヘルツ 

放送時間：常時 

定 時 放 送 は 9 時 、 1 3 時 、 1 7 時 

@ 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 0 . 1 5 

津波で流出した写真や位牌を公開しています 
ぜひご覧いたたき、思い出の品をお持ち帰りください 

今回の津波により流出した写真アルバムや書籍、位 

牌などを公開し、持ち主の方に引き渡しています。 

今もまだ多くの品物が残っています。 

卒業アルバムや賞状など、氏名が記載されたものも 

あります。ぜひご覧いただき、お知り合いの品物があ 

りましたら、ご本人やご家族にもお伝えください。 

ひとつでも多くの思い出の品が皆さんの手元に戻る 

よう、ご理解とご協力をお願いします。 

_公開場所旧相馬女子高校（中村字川原町） 

® 公 開 時 間 1 0 時 〜 1 5 時 

(土曰•祝日も公開しています） 

•問い合わせ先 

•企画政策課（ S 37-2218) 

•生活復興ボランティアセンター（S 36-7827) 

特
別
障
害
者
手
当• 

障
害
児
福
祉
手
当
制
度 

特
別
障
害
者
手
当
.
障
害
児
福 

祉
手
当
は
、
重
度
の
障
害
に
よ
る 

介
護
な
ど
の
負
担
を
軽
減
す
る
た 

め
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。 

特
別
障
害
者
手
当
は
、
重
度
の 

障
害
に
よ
り
日
常
生
活
で
、
常
時 

特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅 

の
扣
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ
れ
ま 

す
。 障

害
児
福
祉
手
当
は
、
常
時
介 

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
のg

歳
未 

滴
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

な
お
、
支
給
に
つ
い
て
は
、
支 

給
対
象
者
•
扶
養
義
務
者
の
所
得 

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳 

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

翁
問
い
合
わ
せ
先
健
康
福
祉
課 

(

S
3
7
2
1
0
9)

 

国
保
人
間
ド
ッ
ク 

受
診
希
望
者
受
付
中 

相
馬
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、 

人
間
ド
ッ
ク
の
希
望
者
を
7
月
か 

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

ま
だ
定
員
に
余
裕
が
あ
り
ま
す 

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し 

込
み
く
だ
さ
い
。 

•
対
象
者
相
馬
市
国
民
健
康
保 

険
被
保
険
者
で
、
昭
和
：
：
年
川
月 

1
曰
か
ら
昭
和
M
年
9
月
2
曰
ま 

で
に
生
ま
れ
た
方(

た
だ
し
、
後 

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
を
除 

く)
 

©
募
集
人
員
5
0
名 

※
相
馬
中
央
病
院
の
み 

•
実
施
期
間
平
成
M
年
2
月
2
9 

日(

水)

ま
で 

®
申
し
込
み
方
法 

保
険
年
金
課
窓
口
に
国
民
健
康 

保
険
被
保
険
者
証
を
持
参
し
て
お 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の 

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。 

(

検
査
料
4 
5 

2 
7 

5

円

助

*
 

成
金
3
6
、
8
7
5
円)

 

※
日
帰
り
コ
丨
ス
の
み 

•
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査 

国
保
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
ぅ 

ち
、
希
望
す
る
方
は
実
費
で
次
の 

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

※
料
金
は
い
ず
れ
も
消
費
税
を
含 

み
ま
す
。 

【

前
立
腺
が
ん
検
査】

 

•
料
金
3
、
9
0
0
円 

•
対
象
者
5
0
歳
以
上
の
男
性 

【

ピ
ロ
リ
菌
検
査】

 

•
料
金(

呼
気
検
査
法)

 

5
、
5
〇
〇
円 

•
対
象
者
限
定
な
し 

•
申
込
方
法
人
間
ド
ッ
ク
申
し 

込
み
の
と
き
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ 

r

〇 

し ※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
み
の
申
し 

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
方
は
、 

特
定
健
康
診
査
を
受
け
る
必
要 

が
あ
り
ま
せ
ん
。(

両
方
受
け 

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん) 

©
受
付
締
切
“
月
3
0
日(
水)

 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切 

•
料
金(

消
費
税
含
む)

 

•
自
己
負
担
額
8
、
4 
0 
0
円 

#
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先 

保
険
年
金
課
国
保
係(

S 

3
7
2
1
3
9)

 



•投累日：11月2 0曰（曰） 
•投累時間：7時〜18時 

•投粟できる方 

•日本国民である方 

7平成 3年 1 1 月 2 1 曰までに生まれ、相馬市選挙人 

名簿に登録されている方 

【県議選】 

投粟する前に県外へ転出した方は投粟できません。 

【市議選】 

投粟する前に市外へ転出した方は投裏できません。 

•転人の場合 

【県議選】 

平成2 3年 8月 9曰までに転入届をし、引き続き住 

民基本台帳に登録されている方 

【市議選】 

平成 2 3年 8月 1 2曰までに転入届をし、引き続き 

住民基本台帳に登録されている方 

•市内で転居した方 

平 成 2 3 年 1 0 月 2 5 日 以 降 に 市 内 転 居 し た 方 は 、 

転居前の投粟所で投粟することになります。 

•選挙のお知らせの酉己布 

居住地確認と、投粟方法のお知らせをするため 

に、9月2日現在で選挙人名簿に登録されている方に、 

1〇月下旬ごろにハガキをお送りします。 

_投粟所 •入場券 

投粟所は人場券に記載されています。有権者の皆さ 

んにハガキで郵送します。万一入場券が届かない場合 

や紛失した場合でも、選挙人名簿に登録さていれば投 

粟できます。 

この度の震災などにより住所と居住地が違う場合は、 

お近くの郵便局の窓口に転居届を出すだけで、現在の 

居住地に転送サービス（無料）を受けることができま 

すので、手続きをお願いします。詳しくは、お近くの 

郵便局へお問い合わせください。 

•投累用紙の色 

【県議選】白色 

【市議選】クリーム色 

選挙公報の配布 

立候補者の写真、政見、経歴などを掲載した選挙 

公報を各世帯に行政区長を通じて配布します。 

また、市役所などの市の施設でも配布します。 

郵送を希望する方は、あらかじめ市選挙管理委員 

会へご連絡ください。 

•問い合わせ先市選挙管理委員会事務局 

(S 37-2192) 

•投粟所の変更 

今回の震災により、次のとおり投粟所が変更となり 

ます。 

投累区 変更前 変更後 

第4投粟区 中野公会堂 向陽中学校体育館 

第9投累区 原釜地区集会所 東部公民館 

第"10投累区 松川観光案内所 中村第二中学校体育館 

第15投累区 岩子公会堂 松川浦スポーツセンタ一 

第23投累区 大浜手ノ沢公会堂 磯部中学校体育館 

•期日前投粟 

投粟曰に次の理由で投粟に行くことができない方は、 

宣誓書を提出し期日前投粟ができます。 

•仕事、学業、本人または親族の結婚式などの場合 

•レジャーや旅行に出かける場合 

•病気、出産、身体の障害などのために、歩くのが困 

難な場合 

•投粟場所市役所分庁舎会議室（1階） 

• 投 累 時 間 8 時 3 0 分 〜 2 0 時 

•投累期間 

【県議選】1 1月 1 1曰（金）〜1 1月 1 9日（土） 

【市議選】1 1月1 4日（月）〜1 1月1 9日（土） 

•不在者投粟 

【滞在地の選挙管理委員会で投粟】 

仕事や旅行で滞在している市区町村の選挙管理委員 

会で不在者投粟ができます。あらかじめ市選挙管理委 

員会へ投粟用紙の請求が必要です。 

郵便でのやりとりになりますので、早めに手続きを 

お願いします。 

【病院、老人ホームなどでの投粟】 

都道府県の選挙管理委員会が指定した施設に入院 

(所）している場合は、施設長に依頼してください。 

【郵便による投粟】 

次の方は、申請により郵便で不在者投裏ができる場 

合がありますので、お早めに市選挙管理委員会へお問 

い合わせください。 

•身体障害者手帳（1級から3級）か戦傷病者手帳を 

お持ちで、両下肢、体幹など障害名の要件に該当する 

方 

•介護保険の被保険者証の要介護状態区分が「要介護 

5」の方 

H 2 3 . 1 0 . 1 5 広報そうま © 
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国道6号相馬バイパス 

通行止のお知らせ 
先の震災において損傷した国道6号相馬バイパス 

の復旧工事のため、1 1月1日（火）から1 2月2 

8日（水）までの間、自転車や歩行者を含め、全面 

通行止めとなります。 

通行止め期間中は、国道6号が迂回路となります 

ので、そちらをご通行ください。 

ご迷惑をおかけしますが、ご理解*ご協力をお願 

いします。 

【通行止区間】 

•相馬市：細田交差点〜潜石交差点 

•新地町ニ新林交差点〜光陽北交差点 

•問い合わせ先 

国土交通省磐城国道事務所原町維持出張所 

0 2 2 - 2 5 3 0 ) 

新林交差4 

•綱発電所 

飯泡立体交差点[] 

€ 曲 立 体 交 ^ ] 

• 、 へ 、 

石交差^] 

医ぃゎきI 

平
成
2
3
年
度
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種 

1
1
\
1
S
来
年
1
\
3
1
ま
で
対
象
者
の
接
種
料
金
を
補
助 

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
秋
か
ら
春
先
に
か
け
て
毎
年
流
行
す
る
感
染
症
で
す
。 

そ
の
予
防
の
た
め
、
次
の
と
お
リ
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。 

市
で
は
、
次
の
方
が
期
間
内
に 

指
定
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
る 

際
の
接
種
料
金
を
補
助
し
ま
す
。 

•
対
象
者 

0
満
6
5
歳
以
上
の
方 

©
満
6
0
歳〜

沾
歳
未
満
の
方
で
、 

心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
、
呼
吸
器 

の
機
能
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全 

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
障 

害
を
有
し
、
医
師
が
接
種
で
き
る 

と
判
断
し
た
方 

平 
成 
24 
年 

參
実
施
期
間 

U
月
1
日(

火)
 

1
月
お
日(

火) 
※
た
だ
し
、
予
防
の
効
果
を
考
え 

ま
す
と
じ
月
ま
で
に
予
防
接
種 

を
済
ま
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い 

と
思
わ
れ
ま
す
。 

•
接
種
方
法 

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次 

の
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

予
約
制
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の 

で
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

市
内
医
療
機
関
に
は
、
予
診
粟 

と
説
明
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。 

市
外•

県
外
の
医
療
機
関
や
施 

設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必 

ず
保
健
セ
ン
タ—

に
ご
連
絡
く
だ 

さ
い
。(

電
話
で
も
結
構
で
す)

 

•
接
種
医
療
機
関 

※
市
内
登
録
医
療
機
関 

•
公
立
相
馬
総
合
病
院
•
相
馬
中 

央
病
院
•
阿
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
•
あ 

ら
き
産
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
•
井 

ロ
医
院
•
大
石
医
院
•
柏
村
内
科 

胃
腸
科
•
金
子
医
院
•
桜
ヶ
丘
さ 

い
と
ぅ
整
形
外
科
•
杉
本
医
院
• 

す
ぎ
や
ま
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
• 

相
双
眼
科
医
院
>
羽
根
田
医
院
> 

早
川
医
院
•
八
卷
ク
リ
ニ
ッ
ク
• 

ふ
な
ば
し
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
•
米 

村
胃
腸
科
内
科
医
院
•
わ
た
な
ベ 

内
科
.
胃
腸
科
•
浜
通
り
ふ
れ
あ 

い
診
療
所
•
ひ
か
り
ク
リ
ニ
ッ
ク 

•
菜
の
は
な
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク 

•
や
ま
ぐ
ち
小
児
科
医
院 

※
県
内
広
域
予
防
接
種(

季
節
性 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ)

実
施
医
療 

機
関 

•
接
種
料
金 

(

内
訳)

 

•
個
人
負
担 

•
市
の
補
助 

3 

6 
〇 
〇 
円 

へ
2
〇
〇
円 

1
、

4
〇
〇
円 

(

1
回
の
み)

 

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料 

た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
証
明 

書
が
必
要
で
す
。 

•
持
参
す
る
も
の 

•
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医 

療
被
保
険
者
証
、
身
体
障
害
者
手 

帳(

(
!
)
に
該
当
し
て
い
る
方) 

•
生
活
保
護
受
給
証
明
書(

生
活 

保
護
の
方
の
み)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ
1(

a
把
4
4
7
7)

 

|

通
行
止
区
間 

国

道

6

号

相

馬

バ

イ

パ

ス 

通
行
止
区
間 



•開催日•内容 

開催日 内容 

1回 11月2曰（水） 健康 
妊娠中の生活 
妊婦体操（実技） 

2回 11月9日（水） 栄養 
妊娠中の栄養 
(調理実習） 

3回 11月16日(水) 出産 
お産のすすみ方 
産後の生活 

4回 11月27日（日） 保育 
赤ちゃんの育児 
まとめ 

『相双技塾 " S p i H t s " 2 0 1 1 』 受 講 案 内 

生産現場で必要なものづくり技術の原理.原則を理解することを目的に、 

下記のとおり講座が開講されます。 

多くの皆さまのご参加をお待ちしております。 

講座 
No. 

講座名 実施曰 会場 
定員 
(名） 

申込 
期限 

7 変化の時代の安全管理手法 10/19 (水) 18 ： 30 〜20 ： 30 
相馬市総合福祉センター 
第三会議室 

40 10/12 

2 
新エネルギー学 
〜再生可能エネルギーとは〜 10/26 (水） 18 ： 30 〜20 ： 30 

テクノア力デミ一浜 

308 • 309 教室 
30 10/19 

3 
新農工学（見学） 
〜植物工場の現状と将来〜 

11/9 (水）〜 
10日（木） 
(1泊2曰） 

出発11/9 8:00 
帰着11/10 18 ： 00 

郡山テクノポリスセンター 
【研修コース 

白河〜郡山〜ニ本松（泊）】 
30 11/2 

8 変化の時代の生産管理手法 11/25 (金) 18 ： 30 〜20 ： 30 
相馬市総合福祉センター 
# ニ:0：_室 

40 11/16 

4 放射線防災技術の基礎（座学） 11/29 か 30 18 ： 30 〜20 ： 30 
テクノア力デミ一浜 

308 • 309 教室 
20 11/22 

5 放射線防災技術の基礎（実技） 12/6か7か8 18 ： 30 〜20 ： 30 
テクノア力デミ一浜 

308 • 309 教室 

20 11/22 

9 変化の時代の品質管理手法 1/18 (水） 18 ： 30 〜20 ： 30 
相馬市総合福祉センター 
第三会議室 

40 1/11 

6 

リスクマネジメントと 
事業継続計画（BCP) 
〜災害に備えた 
リスクマネジメントとは〜 

2/1(水） 
18 ： 30 〜20 ： 30 

(閉校式） 
道の駅「南相馬」 
観光交流棟ホール 30 1/25 

•問い合わせ•申し込み先 

株式会社ゆめサボート南相馬 

© 2 5 - 3 3 10 F A X 2 5 — 3 3 1 6 

H 2 3 . 1 0 . 1 5広報そうま© 

、
七
身
と
も
に
健
や
か
な
子
ど
も 

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ 

ぅ
に
、
は
ぐ
く
み
教
室
を
開
催
し 

ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く 

交
流
し
、
学
び
あ
い
ま
し
よ
ぅ
。 

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

•
場
所
保
健
セ
ン
タ—

 

•
受
付
時
間
9
時
1
5
分〜
9
時 

5
、
p 

2
/
7 

•
開
催
時
間
9
時
洳
分〜

U
時 

仍
分(

た
だ
し
、
2
回
目
の
み
1
3 

時
ま
で) 

•
受
講
料
無
料 

*
1
、
3
回
目
は
、
体
操
の
で
き 

る
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

*
2
回
目
は
、
調
理
実
習
と
な
り 

ま
す
の
で
エ
フ
ロ
ン
を
お
持
ち 

く
だ
さ
い
。 

*
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
お
持
ち 

く
だ
さ
い
。 

*
ご
家
族
も
一
緒
に
ご
参
加
く
だ 

さ
い
。 

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン 

タ
丨
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く 

だ
さ
い
。 

開
催
日
が
日
曜
の
場
合
、
都
合 

で
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

の
で
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
丨
へ 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

次
回
の
は
ぐ
く
み
教
室
は
、
平 

成
M
年
2
月
コ
丨
ス
で
す
。
詳
し 

く
は
、
ー
月
1
5
日
号
広
報
紙
掲
載 

予
定
で
す
。 

•
申
込•

問
い
合
わ
せ
先
保
健 

セ
ン
タ•―

 (

S
3
5
4
4
7
7) 

は 
ぐ 
< 
み 
教 
室 
開 
催 
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n 時 f 成 2 3 年 1 1 J J 2 7 H (I I ) 1 3 : 1 5 〜 1 6 : 3 0 

会場II偶_丨|総合福祉センターはまなす館 

照 会 ( 1 3 ：15) 

第 1 部 基 調 講 演 （ 1 3 : 25 14 ：15) 

北垣聰一郎石JI丨県金沢城調査研究所所長 

「あらたな発見を求めて、相馬中村城」 

第 2 部 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 0 4 : 25〜16: 30) 

( 1 ) 問 題 提 起 ® 鈴 木 咎 福 島 県 考 古 学 会 顧 問 

( 2 )問題提起@岩本由輝東北学院大学名誉教授 

(3)) \°ネルディスカッション「相馬中村開府400年」 

•コ一ディネ一タ一岡田清一東北福祉大学教按 

•パネリスト北垣聰一.郎氏、鈴木咎氏、岩本由輝氏 

(4)質疑応答 

• m 会（16 ： 30) 

※人場無料ですが入場幣邱芬が必要です
: 

《入場整理券取り扱い》 

市史編さん室•生涯学習課•市民課 

図書館•中央公民館•各地区公民館 

主 催 相 馬 市 • 相 馬 市 教 育 委 員 会 

※図書館では開府400年に関連した 

図書資料を別置展示中 

一歴史を探り、そして今を考える一 

『中村域と中村域下®!』 

問い合わせ先 

教育委員会市史編さん璧 

(S 37-2100 • FAX37-2199) 

秋
の
図
書
館 

ブ
ッ
ク
ラ
リ
丨
を
開
催 

図
書
館
で
は
、2

月
"
日
か
ら 

n
月
9
日
ま
で
の「

読
書
週
間」

 

に
ち
な
み
、
ブ
ッ
ク
ラ
リ
丨
を
開 

催
し
ま
す
。 

今
年
は
2
コ
丨
ス
で
す
！ 

• 
A
コ
^—

ス=
 

ち
よ
つ
ぴ
り
コ
丨
ス 

I 

• 
B
コ
丨
ス し

っ
か
り
n
l
ス 

決
め
ら
れ
た
ル
丨
ル
の
も
と
、 

本
を
探
し
て
読
み
進
み
、
ゴ
丨
ル 

さ
れ
た
方
に
、
職
員
手
づ
く
り
の 

プ
レ
ぜ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

•
期
間
1
0
月
M
日(

木)
〜

U 

月
2
9
日(

火)
 

春
対
象
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど 

な
た
で
も 

•
参
加
方
法
図
書
館
の
2
階
力 

ウ
ン
タ
ー
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ 

•
開
催
日
毎
月
第
2
金
曜
日 

1
回
目
は
1
1
月
：
：
日(

金) 

•
講
師
早
川
幸
男
先
生 

•
時
間
9
時
％
分〜

1
1
時
如
分 

•
会
場
中
央
公
民
館 

•
定
員
2
0
名 

•
材
料
費
1
、
o
o
o
円(

時 

価)
 

•
申
込
期
間
川
月
：
^
日〜

1
0
月 

3
1
日 

•
申
込•

問
い
合
わ
せ
先
中
央 

公
民
館(

S
3
7
2
2
0
8)

 

み
ん
な
で
歌
お
う 

講
座
生
募
集 

懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
か
ら
流 

行
歌
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
曲
を
歌 

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解
消
は
も
ち 

ろ
ん
、
す
べ
て
を
忘
れ
、
お
お
い 

に
歌
っ
て
若
さ
を
保
ち
ま
し
よ
う
。 

皆
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ 

•
問
い
合
わ
せ
先
図
書
館(

S 

3
7
2
6
3
0)

 

木
彫
講
座
生
募
集 

木
材
を
彫
り
刻
み
、
花
や
動
物 

仏
像
な
ど
に
仕
上
げ
ま
す
。
木
目 

の
美
し
さ
、
木
の
香
り
に
触
れ
な 

が
ら
彫
り
進
め
、
で
き
あ
が
っ
た 

時
の
喜
び
は
格
別
な
も
の
で
す
。 

あ
な
た
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
彫
り 

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

•
開
催
日
毎
月
第
3
土
曜
日 

1
回
目
は
1
1
月
1
9
日(

土) 

•
時
間
9
時
3
0
分〜

1
1
時
％
分 

•
講
師
武
澤
修
道
先
生 

•
会
場
中
央
公
民
館 

•
定
員g

名 

•
申
込
期
間
川
月
"
日〜

0
月 

3
1
日 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
中
央 

公
民
館(

a
m
2
2
0
8)

 

栖
焉
中
村
開
府
四
百
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 



相馬市災害復興支援事業 

2011相馬野馬追力ップパークゴルフ 
全曰本選手権大会参加者募集 

市と教育委員会では、同大会の参加者を次により募集しま 

す。 

•期日1 2月 3曰（土）〜4曰（曰）の2日間（雨天決行） 

•会場相馬光陽パークゴルフ場 

書共催相馬市パークゴルフ協会ほか 

攀競技方法12ホールストロークプレ一 

(1日目36ホール• 2日目36ホール） 

畚参加料1人3 , 0 0 0円（2日間の昼食代•プレー代含む） 

•募集人数32 0名（定員になり次第締め切ります） 

摩申込方法直接申し込むか郵便振替 

• 締 切 日 1 1 月 1 8 曰 （ 金 ） 

春申込•問い合わせ先スポーツ振興課 

(3 3 7 - 2 2 7 8 F A X 3 7 — 2 6 1 7) 
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市
民
将
棋
大
会
開
催 

平
成
2
3
年
度
市
民
将
棋
大
会
を 

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

•
日
時
1
1
月
5
日(

土)
 

•
受
付
9
時〜

 

•
開
会
9
時
如
分〜

 

•
対
局
開
始
川
時〜

 

•
会
場
相
馬
棋
友
会
道
場(
川 

原
町•

旧
保
健
所
跡)

 

•
参
加
申
込
当
日
会
場
で
受
付 

•
参
加
資
格
相
馬
市
民
ま
た
は 

市
内
に
通
勤•

通
学
し
て
い
る
方 

•
参
加
費(

昼
食
代
含
む)

 

V
一 

般
卩
1
、
o
o
o
円
•
小
中 

学
生
=
5
0
0
円 

•
賞
一
般•

小
学
生
.
中
学
生 

の
各
ク
ラ
ス
3
位
ま
で 

•
問
い
合
わ
せ
先
相
馬
棋
友
会 

会
長
岡
崎(

S
3
5
5
0
1
6)

 

平
成
2
4
年
度 

相
馬
市
奨
学
生
を
募
集 

平
成
^
;
年
度
に
進
学
を
予
定
さ 

れ
て
い
る
方
へ
の
奨
学
資
金
貸
与 

の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
、
在
学
す
る 

学
校
長
を
通
じ
て
、
お
申
し
込
み 

く
だ
さ
い
。 

書
応
募
資
格 

次
の
三
点
を
全
て
満
た
す
方 

©

相
馬
市
に
1
年
以
上
住
所
を
有 

し
て
い
た
方
で
、
高
等
学
校
、
高 

等
専
門
学
校
、
大
学(

理
工
系
の 

学
部
に
限
る)

ま
た
は
福
島
県
立 

テ
ク
ノ
ア
力
デ
ミ
^—

浜
に
進
学
を 

希
望
す
る
方(

浪
人
は
除
く) 

@
保
護
者
の
前
年
の
年
収
が
4
百 

万
円
未
満
で
あ
る
こ
と(

給
与
所 

得
者
は
、
源
泉
徴
収I

示
の
支
払
金 

額
と
す
る
。
給
与
所
得
者
以
外
は
、 

確
定
申
告
な
ど
の
所
得
金
額
と
す 

る) 

|

©
生
計
を
維
持
す
る
保
護
者
が
、 

相
馬
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と 

•
貸
与
額 

【

高
等
学
校】

 

月
額
1
5
、
o
o
o
円 

【

高
等
専
門
学
校
、
大
学
お
よ
び
福 

島
県
立
テ
ク
ノ
ア
力
デ
ミ
丨
浜】

 

•
初
年
度
=
1
、
5
0
0
、
o
o 

o
円
を
限
度
と
し
て
人
学
資
金
お 

よ
び
修
学
資
金
の
合
計
額
の
金
額 

.
>
2
年
度
以
降
H
毎
年
度
1
、
o 

o
o
、
o
o
o
円
を
限
度
と
し
て 

修
学
資
金
の
全
額 

※
入
学
資
金
は
入
学
金•

入
学
料
、 

修
学
資
金
は
授
業
料•

設
備
負 

担
金•

実
習
実
験
費 

•
必
要
書
類 

©

奨
学
生
願
書 

※
連
帯
保
証
人
が
2
人
必
要
で
す
。 

※
連
帯
保
証
人
は
信
用
確
実
な
方 

で
、
ー
名
は
奨
学
生
の
親
族
、 

他
の
1
名
は
独
立
の
生
計
を
営 

む
方 

※
各
連
帯
保
証
人
の
所
得
課
税
証 

明
書
と
衲
税
証
明
書
の
添
付
が 

必
要
で
す
。 

©
奨
学
生
推
薦
調
書 

©
在
学
証
明
書 

®
保
護
者
の
平
成
m
年
分
の
収
入 

証
明
書 

•
申
込
期
間
1
0
月
1
9
日(

水)
 

〜

平
成
2
4
年
1
月
1
3
日(

金)
 

•
奨
学
生
の
決
定 

相
馬
市
奨
学
資
金
貸
与
審
査
会 

に
諮
っ
て
決
定
し
、
在
学
す
る
学 

校
長
を
経
て
、
本
人
に
通
知
し
ま 

す
。 

•
貸
与
方
法 

誓
約
書
お
ょ
び
奨
学
資
金
交
付 

願
に
入
学
合
格
通
知
書(

写)

と 

入
学
金•

授
業
料
な
ど
が
分
か
る 

関
係
書
類(

写)

の
提
出
後
、
本 

人
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。 

•
返
還
方
法 

貸
与
を
受
け
た
奨
学
資
金
の
全 

額
を
、
卒
業
の
月
の
翌
月
か
ら
1
6 

年
以
内
に
、
年
賦
で
返
還
し
て
い 

た
だ
き
ま
す
。(

奨
学
資
金
は
無 

利
息
で
す)

 

•
問
い
合
わ
せ
先
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課(

S
M
2
1
8
5)

 

シ
ル
バ
丨
-
<
材
セ
ン
タ
丨 

会
員
募
集 

シ
ル
バ
丨
人
材
セ
ン
タ
丨
は
、 

定
年
退
職
な
ど
さ
れ
た
高
年
齢
者 

の
就
業
機
会
を
増
や
し
、
活
力
あ 

る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め 

に
活
動
し
て
い
る
公
益
法
人
で
す
。 

働
く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い 

を
感
じ
た
い
、
お
お
む
ね
肋
歳
以 

上
の
方
を
会
員
と
し
て
募
集
し
て 

い
ま
す
。 

会
員
に
は
希
望
と
能
力
に
合
わ 

せ
た
仕
事
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な 

ら
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
就 

業
し
た
仕
事
に
応
じ
た
配
分
金
が 

支
払
わ
れ
ま
す
。
就
業
中
の
ヶ
ガ 

や
事
故
な
ど
の
補
償
は
、
シ
ル 

バ
丨
保
険
で
対
応
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
お
問
い 

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先(

社)

そ
ぅ 

ま
広
域
シ
ル
バ
丨
-
<
材
セ
ン
タ
丨 

(

相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ—

 

r

は
ま
な
す
館」

内)
(

S
3
6
1 

2
8
3 

F
A
X
3
5
6
4
7
7)

 



昨年の様子 
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ふ
く
し
ま
道
の
駅
• 

空
の
駅
ま
つ
リ 

ふ
く
し
ま
道
の
駅•

空
の
駅
ま 

つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、
次
の
ィ 

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

復
興
へ
の
道
標
、「

道
の
駅」

 

の
ぅ
ま
い
も
の
が
福
島
空
港
に
集 

合
し
ま
す
！ 

県
外
の「

道
の
駅」

が
友
情
参 

加
。
お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
い
ま 

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち 

し
て
い
ま
す
。 

•
日
時
1
1
月
ロ
日(

土)

1
0
時 

〜

1
5
時(
予
定) 

•
会
場
福
島
空
港 

•
主
催
ふ
く
し
ま
道
の
駅
.
空 

の
駅
ま
つ
り
実
行
委
員
会 

o
共
催
福
島
民
報
社 

•
問
い
合
わ
せ
先
ふ
く
し
ま
道 

の
駅•

空
の
駅
ま
つ
り
実
行
委
員 

会
事
務
局(

玉
川
村
企
画
産
業 

課)
(

a
o
2
4
t
- 

5
7 

4 

6 
2 
7)

 

福
島
県
弁
護
士
会
の
被
災
者
支
援
活
動 

震
災•

原
発
無
料
電
話
相
談 

•
対
象
震
災•

原
発
で
被
災
さ 

れ
た
方 

•
受
付
時
間
平
日
1
4
時〜

1
6
時 

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
通
話 

料
は
か
か
り
ま
す
。 

•
電
話
番
号 

V
O 
2 
4
！
5 
3 
4 

1
2 
1
1 

V
O 
2 
4
, 

9 
2 
5 

6
5 
1
1 

•
〇
2
4
2 

2 
7 

2 
5 
2 
2 

V
O 
2 
4 
6 
1
2 
5 

6 
4 
5 
5 

震
災
•
原
発
無
料
面
談
相
談 

#
対
象
震
災
•
原
発
で
被
災
さ 

れ
た
方 

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
。 

參
実
施
場
所
•
相
馬
•
福
島
• 

一
一
本
松
•
郡
山
•
白
河
•
会
津
若 

松
•
い
わ
き 

•
予
約
方
法
平
日
2
時〜

1
6
時 

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
相
談
場
所 

へ
の
ア
ク
セ
ス
、
相
談
曜
日
、
時 

間
な
ど
は
予
約
の
際
に
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い 

•
電
話
番
号(

フ
リ
丨
ダ
イ
ヤ 

ル)
 o

1
2 
〇
1
7
〇 
o
I 
7 
9 
1 

原
子
力
発
電
所
事
故
被
害
者 

救
済
支
援
セ
ン
タ—

 

•
対
象
原
発
事
故
で
被
災
さ
れ 

た
方 

•
支
援
内
容
原
発
事
故
の
被
害 

者
救
済
を
支
援
す
る
た
め
、
弁
護 

士
を
紹
介
し
ま
す
。
セ
ン
タ
丨
が 

紹
介
し
た
担
当
弁
護
士
に
お
客
様 

か
ら
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
き
、
ご 

予
約
の
上
、
担
当
弁
護
士
の
事
務 

所
に
て
相
談
あ
る
い
は
依
頼
と
な 

り
ま
す
。 

※
相
談
は
3
回
ま
で
無
料
で
す
。 

•
受
付
窓
口
平
日
1
0
時〜

1
5
時 

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

©
電
話
番
号 

〇
2
4
i
5
3
3 

7 
7 
7 
o 

情
報
提
供 

•
ホ
^~

ム
ぺ
^
^
シ
ア
ド
レ
ス 

h
t
t
f
>
:
/
/
h
>
u
s
i
n
e
s
s
3
.

でl
a
l
a
.
 

or.jf>/fba/
 

•
携
帯
ホ
1
-T

へ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
t
t
p
:
/
/
c
r
u
s
i
n
e
s
s
3
.
p
l
a
l
a
.
 

o
r
.
i
p
/
f
b
a
/
k
/
 

東
日
本
大
震
災 

無
料
法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
で
お 

悩
み
の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相 

談
を
行
い
ま
す
。
税
務
関
係
の
相 

談
も
お
受
け
し
ま
す
。 

拳
日
時
平
日
•
1
4
時〜

1
8
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第
1 

会
議
室(

2
階)

 

•
主
催
福
島
県
弁
護
士
会 

9
後
援
•
相
馬
市
四
団
体
協
議 

会(

司
法
書
士
会
•
行
政
書
士 

会•

土
地
家
屋
調
査
士
会
•
税
理 

士
会)

•
福
島
県
社
会
保
険
労
務 

士
会 

※
弁
護
士
会
は
月•

木
曜
日
の
M 

時〜

1
6
時
。
四
団
体
協
議
会
は 

平
日
の
M
時〜

M
時
。
社
会
保 

険
労
務
士
会
は
火
曜
日
の
1
4
時 

16 
時 

o 

※
電
話
に
よ
る
相
談
も
お
受
け
し 

ま
す
。(

S
3
7
2
2
0
6)

 

無
料
法
律
相
談
の 

ご
案
内 

n
月
4
日(

金)

1
3
時〜

1
6
時
、 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨
で
。 

相
談
を
希
望
す
る
方
は
、
市 

社
会
福
祉
協
_
会(

S
洸
5
0
3 

3)

ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
ぉ
、
予
約
は
1
0
月
1
8
日(

火) 

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 

き
ら
め
き
そ
う
ま
2
0
1
1 

点
灯
式 

(
社)
相
馬
青
年
会
議
所
で
は
、 

「

き
ら
め
き
そ
ぅ
ま
2
0
1
1
点 

灯
式」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま 

す
。 皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て 

い
ま
す
。 

©
日
時
U
月
ー
日(

火)

1
8
時 

〜

1
8
時
3
0
分 

•
場
所
新
町
緑
地
公
園 

•
内
容 

•
1
8
時
点
灯
式
開
会
•
主
催
者 

あ
い
さ
つ 

時
9
分
イ
ル
ミ
ネ
丨
シ
ョ 

ン
点
灯 

•
2

時
川
分
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

相
馬
の
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
堀
下
さ
ゆ
り 

フ
イ•―

チ
ヤ
リ
ン
グ
s
m
.
1
._

_ 
G 

f
o
r 

A
L
L 

• 
2
時
4
0
分
点
灯
式
閉
会 

•
問
い
合
わ
せ
先(

社)

相
馬 

青
年
会
議
所
事
務
局(

S
3
6
4 

4
1
1
.
1
0
時〜

M 
時 

F
A
X 

於
3
9
5
1)

V
E 

メ
丨
ル 

4 
私l

^
s
o
m
a
i
p
c
o
m
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11月定例教育委員会開催 

傍聴を希望する方は、事前にお問い 

合わせください。 

• 日 時 1 1 月 1 日 （ 火 ） 1 3 時 3 0 分 

• 場 所 市 役 所 5 階 第 4 委 員 会 室 

•問い合わせ先 

教育部総務課（ S 3 7 — 2 1 8 3) 

「思いやり人も車も自転車も」 

相馬市内の交通事故発生状況 

発生件数 死者数 傷者数 

平 成 2 3 年 
9 月 17 0 24 

累 計 
( 1 月 ~) 132 1 167 

前 年 
同 月 比 -17 1 -34 

《11月の健診.相談会など》 会場保健センタ一（ S 35-4477) 

実施曰 受付時間 事 業 名 対 象 児 
1 1月 4曰（金） 12 ： 30 〜 1 3 ： 00 9〜1 0か月児健診 平 成 2 3 年 1 月 生 ま れ 
1 1月 7曰（月） 9 : 1 5 〜 9 ： 40 1歳児むし歯予防教室 平 成 2 2 年 9 月 生 ま れ 
11月1〇曰（木） 13 ： 00 〜13 ： 30 1歳6か月児健診 平 成 2 2 年 4 月 生 ま れ 
11月11日（金） 12 ：15 〜12 ： 45 3〜4か月児健診• BCG接種 平 成 2 3 年 7 月 生 ま れ 
11月15曰（火） 9こ15〜9こ45 育児相談会 希望者（乳幼児） 
11月17日（木） 13 ： 00 〜13 ： 30 3歳児健診 平 成 2 0 年 7 月 生 ま れ 
11月18日（金） 13 ： 30 〜 1 6 ： 30 言語相談会《 就学前の幼児（予約制） 

※お子さんに、ことばが遅い、発音が気になるなど© 9月の3歳児健診でむし歯のなかったお子さんは, 

の心配がある場合は、専門の相談員が相談に応じます。17名でした。 

定員が1回あたり3〜4人のため予約制となります。 

相談をご希望の方は、事前に保健センターにご連絡く 

ださい。 

• 申込 •問い合わせ先保健センタ一（ S 35-4477) 

休日当番医 

10月16日（日) すぎやまこどもクリニック 大曲字大毛内 26-5111 

10月23曰旧) 菜のはなこどもクリニック中村字川沼 36-8739 

10月30日（日） 大 石 医 院 中 村 字 大 町 | 35-3451 

11月3曰（木） 井 口 医 院 中村字桜ケ丘 36-2422 

11月6日旧） 浜通リふれあい診療所中村ニ 丁目 26-7100 

11月13日（日） 米村胃腸科内科医院 中村一丁目 35-2880 

16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（s 36-5101) 

相馬中央病院(S 36-6611) 

休日歯科当番医 

S i為さん 齋藤璃子さん _ ¥為さん _ 齒 さ ん 

作間秀悟さん a餘善感さん 落合達也さん 小林優桑さん 

伏見真里衣さん 1 # _ さ ん K4義善さん • Mさん 

佐tt紮々舎さん 野呂g菩さん 唯野i遙さん im極芥さん 

草ハ1香里桑さん 

みんな素晴らしいね、むし歯セ'ロ、歯磨き頑張ろう 

献 血 に ご 協 力 を 

10月16曰（曰） 渡 辺 歯 科 医 院 新地町小川+ 62-3155 

10月23曰（曰） 木 幡 歯 科 医 院 南相馬市鹿島区 46-2244 

10月30日（日) 梶 田 歯 科 医 院 中村ニ 丁目36-1551 

11月3曰（木） 菅野歯科医院；塚ノ町ニ丁目 36-1525 

11月6曰（曰） 黒 沢 歯 科 医 院 中村字桜ケ丘 36-1414 

11月13日（日） 斉 藤 歯 科 医 院 中村字錦町 36-2625 

※診療時間は9:00〜16:00 

月 曰 時 間 場 所 

10月17曰（月） 

10 ： 0 0〜1 2 ： 00 ニダック精密(株） 

10月17曰（月） 13 ： 30 〜14 ： 30 T A C 0精機麻)相馬工場 10月17曰（月） 

15 ： 0 0〜1 6 ： 30丨中央ビジネスフォーム脾) 

10月20日（木) 

10 ： 0 0〜1 2 ： 00特殊メタル(W福島工場 

10月20日（木) 
13 ： 00 〜13 ： 45 闕福装21相馬ファクトリ一 

10月20日（木) 
14 ： 00 〜14 ： 45 飯豊公民館 

10月20日（木) 

15 ： 0 0〜1 6 ： 30福島県立相馬東高等学校 

11月1曰（火） 

10 ： 00 〜11：00 (株)技研ェントランス 

11月1曰（火） 11：30〜12 ： 30 |菅野漬物食品(ffi)相馬工場 11月1曰（火） 

13 ： 3 0〜1 6 ： 30福島県立相馬高等学校 

絹集と発行；相馬市情報政策課〒976"8601相馬市中村字大手先13 Ta 0244-37-2117 FAX0244-35-4196印刷；中村印刷(探 
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